　「Reflections on Cult Worship in the Empire」訳本

　「帝国に於ける宗教崇拝に関する考察」

　著者：Cuseius Plecia
　［Morrowind地方、Vvardenfell地区、Vos商業会館からの、帝国の商人Cuseius Pleciaの通信文書から。］
　「……先述のように、私のような中央〔Cyrodiil〕の人間、そして、〔帝国の体制に〕同化した他種族の帝国臣民は、彼ら〔Dunmer〕の神々と霊魂に対して、個人的感情を交えない上辺だけの関係を持つ傾向に在る。我々にとって、宗教というものは、まず何よりも、社会上かつ経済上の組織である。我々は、往々にして、〈８柱神〉〔Eight Divines〕について極めて抽象的なる言葉でもって考える。つまり、強大だが、御機嫌とりに対して無関心の霊魂として考える。そして、その神々が〔自身と〕個人的に関係するとは考えない。特筆すべき例外として、AkatoshとDibellaを崇拝する、カリスマ性に富んだ小規模の副流宗教が存在している。Tiber Septimを崇拝する帝国の宗教もまた、カリスマ性に富んだ重要なる副流宗教である。
　Alessian結社――中央の人間は、それを暗黒時代として見なしている――を除いて、中央の人間と帝国の歴史に於いて、宗教は実に小さな役割しか果たしてこなかった。Septim〔皇朝〕の皇帝たちは、宗教の権力が貴族・軍人・官僚の業務に与える影響を制限することを方針としてきた。宗教崇拝は個人的かつ実用的なる事柄として見なされて、宗教家による公的布告は歓迎されていない。
　Nordの英雄信仰は、帝国に於いて優勢なる非宗教性に対して強力なる逆流を与えるものである。まさしくTiber Septimを崇拝する帝国の宗教はそのような英雄信仰であり、軍人・地方の入植者・（最近では）同化した外国人の間で特に勢力を増している、人格神を崇拝する宗教である。
　MorrowindのTribunal Temple、そして、その前身である、親族の祖先を崇拝する宗教は、帝国の宗教と対照的に、極めて〔人と神が〕親密である、人格神を崇拝する宗教である。祖先を崇拝する宗教に於いては、その崇拝者は、血縁で結ばれた親族の祖霊と直接に関係を持つことになる。Tribunal Templeの崇拝者のTribunalに対する関係は、生きて呼吸して、地を歩いて直々に司祭・崇拝者と口を利くような神に対する関係である。そして、その神の日々の振る舞いは、付き従う人々の日々の振る舞いにとっての決められた模範であるのだ。
　中央の人間とMorrowindのDunmerの間に於ける宗教的気質の差異は、両者の文化の間の政治上かつ社会上の絶えざる誤解の大部分に関して説明を与えてくれるものである。中央の人間は宗教的事柄を重要なる問題として捉えないが、そこに於いて、Dunmerは宗教的事柄を、とりわけ祖霊に対する尊敬を非常に重要なる問題として捉えるのである。
　中央の人間は宗教的事柄に対して無頓着かつ寛容である。一方、Dunmerは極めて情熱的かつ狭隘である。中央の人間は彼らの神々と口を利かないし、彼らの振る舞いが神々による絶えざる検閲と審査の下に置かれていると考えない。一方、Dunmerは、自身の考えることも為すことも、その一切がTribunalと親族の祖霊の何時までも油断ない瞳の下に置かれていると感じている……。」
